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概 要：

生産加工分野で世界トップレベルの組織である CIRP (国際生産加工アカデミー) では，生産加工技術の医

療・医学・生命科学・情報分野への応用を進めるべく，BioManufacturing と名付けたワーキンググループを

設立しており，各国の研究者が参加して活発な議論を行っている。本国際会議 CIRP-BioM 2013 は，その

ワーキンググループの成果を発表すべく企画された国際学会であり，記念すべき第 1 回会議を我が国で開催

する運びとなった。

本国際会議は，医療・医学・生命科学・情報分野におけるあらゆる生産加工技術を対象としており，世界

各国の研究者および関連企業から 68件の発表が行われた。研究発表を通して，当該分野に関わる様々な情報

を共有して研究を加速させるとともに，日本企業の実践的活動を海外に知ってもらう良い機会となった。こ

の国際会議が，医療・医学・生命科学分野における生産加工技術の資質向上を図る機会となることを期待し

ている。
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概 要：

｢多値論理国際シンポジウム (ISMVL)」は，IEEEコンピュータソサエティ主催の多値論理に関する最も

権威のある国際会議である。第 43 回を迎える今年のシンポジウムは，平成 25年 5月 22日から 3日間にわた

り，富山国際会議場で開催された。多値論理は，通常の 2値以上の信号表現に基づく情報処理技術であり，

既にUSBメモリの多値記憶およびファジィ論理を用いた制御等に実用化されている。本会議は，代数・論理

等の数学者からハードウェア技術者，プログラマに至る広い分野の研究者が内外より参加し，アットホーム

な雰囲気での技術討論が可能な点が大きな特徴であり，今回は 93名 (日本から 58名，海外より 35名) の参

加者があった。

本国際シンポジウムでは，3 件の招待講演および 56 件の一般講演が行われた。Martin Goldstern 教授

(ウィーン工科大) の Łukasiewicz 論理に関する招待講演および木村啓明博士 (ローム株式会社) による不揮

発ロジックに関する招待講演が行われた。さらに，“Computational Medical and Health Care Technology”と

題する畑豊教授 (兵庫県立大学) の招待講演が行われ，ファジイ論理の医療応用に関する興味深い講演内容

が参加者の注目を集めていた。一般セッションにおいても，近年注目されているスピントロニクス素子の多

値応用による超低消費電力回路技術等，多値論理に関する学際的な議論が行われた。特に，2値の限界を打破

する可能性を探求し，人間と機械の調和のとれた豊かな情報化社会，グリーンエネルギー社会の実現を目指

す多値情報報処理技術が本シンポジウムにおいて活発に討論された。
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